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　今年は現状の長野県が誕生して 150 年という

区切りの年です。山紫水明の地に座す長野県は、

その前身である信濃国からの長い歴史と、地域ご

との豊かな文化を育てながら、県としても 150

歳を迎えることができました。私たちはこの郷

土と生活環境に限りない愛着と誇りを抱いてい

ます。県民が幸せな生活を送りながら、さらに

300 年、450 年と長野県が年齢を重ね、発展し

ていくことを期待しています。

　長野県が誕生してから150年の間に日清戦争、

日露戦争、太平洋戦争があり、多くの県民が戦い

に加わり、亡くなりました。しかし、昭和 20 年

（1945 年）8 月 15 日の敗戦の日から、県民は復

興と民主化への歩みを進め、81 年の長い間、平

和を享受しています。長野県の歴史の半分以上は

戦争のない時代なのです。平和な歴史は県民の願

いと行動の結果でした。いずれにしろ、150 年

間の先人たちの少しでもよい社会を作ろうとする

努力と、地域のために捧げてきた献身に深く感謝

し、私たちもその努力を引き継いでいかねばなり

ません。県民一人ひとりの存在と活動によって県

は成り立っているのです。現在および未来は、過

去の歴史の上にあります。より良い未来を築くた

めには、歴史を学び、いかに行動していったら良

いのかを私たちが考えなくてはなりません。

　長野県立歴史館は「長野県の歴史・文化の拠点

として、考古資料、文献史料（古文書・行政文書）、

その他の歴史資料を収集・整理・保存・調査研究

し、展示及び閲覧等により県民に公開・情報提供

するとともに、県民の文化財に対する理解の促進

や歴史学習を支援する役割を担うことにより、県

民の教養と文化振興の向上に寄与する」ことを目

的にして、平成６年（1994 年）11 月 3 日に開

館しました。つまり、本館は長野県の歴史・文化

を認識する拠点となり、県民の教養と文化振興を

向上させ、現在および未来をより良くするために

設けられた施設なのです。ここに掲げられた長野

県立歴史館の目的は、長野県が存続する限り不変

で、県民の教養と文化振興がなされればなされる

ほど、本館の意義が大きくなるものと信じます。

　歴史館も開館から 32 年の歴史を経て、建物に

は老朽化が目立ち、展示には歴史学や考古学、民

俗学など学問の深化、博物館における展示手法の

変化などによって、改修や改善を加えていかねば

ならないところが増えてきました。建物の長寿命

化と展示室のリニューアルが、歴史館が現時点で

抱える最大の課題です。

　本館の基礎をなすのは「歴史資料の収集・整理・

保存・調査研究」ですが、資料を収集すれば資料

が増加していきます。私たちが県民の委託によっ

てきちんと仕事をすればするほど、資料は増えて

いかざるをえません。32 年にわたる忠実な勤務

の結果、すでに収蔵庫は満杯状態で、横のものを

縦にするなど様々な工夫をしながら、何とか整理・

保存しているのが実情です。当館で収蔵している

特定歴史公文書の一部は、令和 6 年（2024 年）

8 月から須坂収蔵庫（旧須坂商業高校校舎）で保

管を開始しましたが、日常的に管理し、閲覧に供

するのに、須坂収蔵庫は遠すぎます。しかも、本

館が収集しているのは特定歴史公文書だけではな

長野県立歴史館の課題

長野県立歴史館 参与 　笹  本  正  治
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いのです。収蔵庫の増築、あるいは面積の確保は、

今後の大きな課題ですが、館の使命を全うするた

めには避けて通れません。

　これまでの信濃国及び長野県の歴史を踏まえな

がら長野県立歴史館が収集できた収蔵品、すなわ

ち長野県民の宝物は、他県の博物館と比較しても

素晴らしい内容と点数だと誇りを持って断言でき

ます。しかし、歴史館は今後の長野県の発展と歩

みを一にしながら、成長していかねばなりません。

これからも資料の収集と保管、調査研究を続けて

いくことが、本館の基礎的な役割なのです。

　将来の長野県にとって必要な資料、長野県民に

とって大切な歴史資料の選択は、本館で働く学芸

員たちの歴史認識と教養によってなされます。学

問の展開に対応しながら、あるいは現状で多くの

人がその大事さを気づかないときに資料の価値を

発見し、県民に理解を得ながら、資料を収集して

いくのは大変なことです。学芸員が日々学び、研

究できなければ、きちんとした資料収集はできま

せん。

　本館の目的によれば、「歴史資料を収集・整理・

保存・調査研究」した上で、「展示及び閲覧等に

より県民に公開・情報提供」していくことになっ

ているのですが、現状では収集した資料を学芸員

が調査研究する時間をほとんど持てません。学芸

員が研究の楽しさ、歴史の深さを知らずして、感

動を生む展示を県民に提供することはできません。

学芸員がもっと余裕を持って学ぶことができるよ

うな環境を整えなくては、歴史館そのものが歴史

の中に取り残されます。県民に、日本に、誇れる

ような学芸員が配置されることを切に望みます。

　現状では３年から４年で歴史館を離れていく学

芸員が大半です。多くの人が一回の企画展示を行

い、職場を変えていくような状態では前述の学芸

員の役割をきちんとこなすのには無理がありま

す。学芸員こそ歴史館を動かしていくキーマンな

のです。学芸員がじっくり研究調査をして、県民

の文化財に対する理解の促進や歴史学習を支援す

る役割を担えるようになっていかねば、県民の教

養と文化振興の向上に寄与することができないの

です。

　私の大好きな歴史学者にホイジンガがいます。

彼は『ホモ・ルーデンス』を書いています。「ホ

モ・ルーデンス」は「人間とは本質的に遊ぶ存在

（遊ぶ人）」だといいます。文化や社会の基礎にあ

るのは遊びです。皆さんが遊ぶ時に、いかに利益

があるかは考えません。遊びは浪費であり、遊び

から文化が生まれ、育つのです。私たちが人間的

に豊かになるためには遊びが必要なのです。

　現在、博物館ではどれだけ入館者がいて、どれ

だけ入館料を得ているかといったことが問題にさ

れます。社会教育法（昭和二十四年法律第二百七

号）令和 7 年（2025 年）6 月 1 日施行の第 3 条

には、「国及び地方公共団体は、この法律及び他

の法令の定めるところにより、社会教育の奨励に

必要な施設の設置及び運営、集会の開催、資料の

作製、頒布その他の方法により、すべての国民が

あらゆる機会、あらゆる場所を利用して、自ら実

際生活に即する文化的教養を高め得るような環境

を醸成するように努めなければならない。」とあ

ります。図書館はこの精神に基づいて作られてい

ます。歴史館も基本的にこの法の上にあります。

図書館は無料で、利益を考えません。同じ役割を

持つ博物館では入館料を取ります。本館では小・

中・高・特別支援学生は無料ですが、他の方から

は入館料をいただいております。本館に入館する

多くは無料の学生です。図書館と同様、歴史館で

学ぶ人が一人でも多くなることによって、県民が

自ら実際生活に即する文化的教養を高め得るよう

になっていくためには、利益以上に無償の奉仕が

必要だと思います。

　私たち長野県立歴史館にかかわる者一同、長野

県の文化が向上し、皆がここで遊び、学べる館に

なるよう、引き続き頑張って参ります。
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　今年は、明治9年（1876年）に現在の長野県が

成立してから150年という節目の年にあたります。

本企画展では、この記念すべき年にあわせ、県成

立以来のあゆみを主に「近代」と呼ばれる明治時

代から終戦までの歴史を中心にたどります。また、

第２展示室では写真パネルを中心に、戦後80年

の長野県のあゆみについても振り返ります。

　近代は、政治や社会の仕組み、交通などの生活

インフラ、そして「国民」という意識など、現代

社会の土台が築かれる一方で、度重なる大きな戦

争を経験した激動の時代でした。展示の中心とな

るのは、長野県宝(県指定文化財)の「長野県行政

文書」です。これは明治時代から終戦直後にかけて、

県の行政活動のなかで作成・保存されてきた１万

点を超える公文書群です。そこには県の施策や事

業だけでなく、人々の暮らしや地域社会の変化が

具体的に記録されています。「長野県行政文書」は、

長野県近代史を今に伝えてくれる、未来へ受け継

ぐべき県民共有の貴重な財産なのです。

　本企画展では、全国屈指の規模を誇る「長野県

行政文書」を手がかりに、近代という時代がどの

ように現在の長野県へとつながっているのかを探

ります。以下、みどころを章ごとに紹介します。

　明治９年、東・北信地方の旧長野県と中・南信

地方の筑摩県が合併し、現在の長野県が誕生しま

した。本章では、合県を命じ

た太政官布告をはじめ、筑

摩県から長野県への県政引

継ぎに関する公文書、初代

県庁舎の設計図、県成立直

後の長野県地図などを展示

し、新しい県政がどのよう

に始まったのかを紹介しま

す。また明治天皇巡幸に際し、

権
ごん

令
れい

楢崎寛直が松本経由を

政府に請願した公文書では、筑摩県だった地域へ

の配慮を通して新たな県の一体化を図ろうとした

県政の姿がうかがえます。さらに、明治初期に整

備された文書編纂規程などを通じ、公文書が行政

の継続性や統治の正統性を支える重要な記録とし

て位置付けられたことを紹介します。

　県成立直後の明

治10年 代 か ら20

年代は現在につな

が る 地 方 自 治 や

町・村のしくみが

形作られた時代で

す。そのような動

きと連動しながら、

言論による自由や権利獲得を目指す運動である自

由民権運動が展開します。その結果、国会が開設

され、憲法が制定されました。本章では、このよ

うな動きが長野県でどのように進んだのか、中央

の公文書などと組み合わせながら紹介します。

　この時期に進められた大きなインフラ整備事業

として、七道開
かい

鑿
さく

事業があります。明治に入り、

人力車や馬車といった新たな交通手段が広まった

ことで、道路や橋の整備が大きな課題となりまし

た。また、近代長野県の基幹産業となった蚕糸業

の原材料である生糸や繭を運ぶといった需要もあ

り、県内各地で道路の拡幅やバイパス工事などの

公共事業が進められました。七道開鑿事業は現在

の私たちが利用する道路交通の出発点といってよ

いでしょう。七道開鑿において架けられた橋の図

面や関係する公文書を紹介します。

　明治後期、日本は日清戦争・日露戦争という二

つの対外戦争を経験し、国際的な地位を高めると

ともに、帝国主義的なあゆみを強めていきました。
長野県・筑摩県合県について
の政府からの通達
（明治９年　国立公文書館蔵）

七道開鑿事業への補助金交付を許可する内務
大臣山県有朋の通達（明治21年　当館蔵）

長野県 150 年のあゆみ
令和８年度　秋季企画展　県成立150年・県史編さん開始記念

～県民の“お宝”公文書の世界～

2026.10.3（土）～11.8（日）

 「長野県」成立と「長野県行政文書」
序
章

明治後期の長野県 －日清・日露戦争の時代－
２
章

明治前期の長野県 －地方自治の形成－
１
章
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長野県からも多くの人びとが戦地へ赴き、戦争は

地域社会にも大きな影響を及ぼしました。本章で

は、日清・日露戦争に関する県の公文書に加え、

戦地から持ち帰られた品や従軍日記、軍事郵便な

ど、県民が残した資料を合わせて展示し、戦争が

人びとの暮らしや地域に与えた影響を紹介します。

一方、学校教育の普及が進むなかで、教育現場で

は御真影や教育勅語を通じた国家や天皇を重視す

る教育が浸透していきました。御真影を納める奉

安殿に関する公文書などの資料から、近代国家が

学校教育を通じて国民統合を進めた姿をたどり

ます。また、この時期には

鉄道網の整備が進み、長野

県の交通は大きく発展しま

した。信越線の開通に続き、

中央線や篠ノ井線の建設が

進められ、人や物資の往来

は飛躍的に活発となります。

篠ノ井線敷設に関する測量

図や政府の公文書などを通

じて、近代長野県の発展を

支えた鉄道建設のようすを

紹介します。

　日清・日露戦争に勝利した日本でしたが、戦争

の犠牲や増税により人々の不満の声が高まり、長

野県でも行政の見直しが進められました。そして、

大正時代に入ると、民主主義的な風潮（デモクラ

シー）が急速に広がりました。大正７年（1918年）、

シベリア出兵の影響により全国で米騒動が発生し

ます。長野県内でも発生したこの民衆暴動は、結

果として民衆の権利意識を高め、民衆運動を活発

化させました。長野県では警察署廃止に反対する

県民が知事官舎などを襲撃する事件も起こりまし

た。この時期に発生した関東大震災も長野県に影

響を与えました。この章では大正期における県や

政府の様々な公文書を通じて、長野県におけるデ

モクラシーの動きを追います。

　一方、大正期は工業化が進んだことでより多く

の電力が必要となり、大規模な発電所が建設され

ました。長野県の木曽川流域はその代表例です。

木曽川流域の発

電所開発を進め

たのが大同電力

株式会社の福沢

桃介でした。長

野県は民間企業

による発電所開

発を後押ししました。発電所建設に関する公文書

や設計図などを通じて、近代化を支えた電源開発

の歩みと、その光と影を紹介します。

　昭和４年（1929年）にアメリカで始まった世

界恐慌は日本に大きな影響を与えました。生糸価

格の暴落は養蚕業が盛んだった長野県を直撃しま

した。その後、日本では軍部の力が強まり、大陸

への進出を目指すようになると、昭和６年（1931

年）の満洲事変、昭和12年（1937年）からの日

中戦争へと戦争が拡大していきました。また、同

時に満洲への開拓移民が推し進められました。さ

らに、昭和16年（1941年）からは太平洋戦争が

始まります。長野県でも多くの人びとが兵士とし

て戦地へ送られました。昭和20年（1945年）８月、

日本は敗戦を迎えましたが、戦争によって長野県

でも多くの人びとが家族を失い、厳しい生活を経

験しました。

　終章では徴兵に関する公文書などを通じて、戦

争の時代の長野県をたどります。

　写真パネルを中心に、終戦後から現在に至るま

での長野県のあゆみを紹介します。また、昭和〜

平成の知事のサインが記された事務引継書など、

戦後の県政を物語る資料も展示します。

　本展が、長野県150年のあゆみを知り、それが

私たちの現在とどうつながっているのかを考える

きっかけとなれば幸いです。先人たちのあゆみに

学びながら、これからの長野県の未来を考える場

となることを願っています。そして、地域の歴史

を語り継ぐ公文書を守り伝えていくことの大切さ

を感じていただければと思います。   

（花岡康隆）

日清戦争軍服（当館蔵）

建設当時の大桑水力発電所（提供：関西電力）

大正期の長野県 －デモクラシーの時代－
３
章

第２展示室　戦後80年のあゆみ

昭和戦前期 －恐慌と戦争の時代－
終
章
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　みなさんは「蒟蒻版」を

ご存知でしょうか？何や

ら美味しそうな響きですが、

残念ながら食べられません。

夏目漱石の『坊ちゃん』（明

治39年）には、「会議を開

きますと狸（注：校長のあ

だ名）はまず書記の川村君

に蒟蒻版を配布させる」と

いうように、学校の会議資

料を「蒟蒻版」と呼ぶ描写

が登場します。すなわち、蒟蒻版とは明治時代を

中心に使われた印刷方法の一つなのです。

　蒟蒻版は1880年頃にヨーロッパで開発された、

ヘクトグラフと呼ばれる印刷技術をもとにしてい

ます。これは活版印刷のように凹凸を刻んだ版で

はなく、インクが染み込む素材でできた平たい版

を用いる平版印刷という方法の一種で、その版と

なるのが蒟蒻や寒
かん

天
てん

などの、ゲル状の物質だった

のです。その方法を簡単に示すと以下の通りです。

①専用のインクで紙に文字や絵を書く。

②紙を蒟蒻や寒天でできた版に押しあてる。

③インクが蒟蒻や寒天の版に染み込み、文字や

絵の形が写し取られる。

④版の上に印刷用の紙をのせると文字や絵が紙

にうつり、同じものを何枚も作ることができる。

　蒟蒻版は、明治10年代の初めには日本に伝わっ

ていました。実際には蒟蒻ではなく、沸騰したお

湯で溶かした寒天や膠
にわか

（動物の皮や骨に含まれる

コラーゲン）を平たい箱に流し込んで固めること

で版を作っていました。改良がすすむと版にアル

コール成分のグリセリンを混ぜる方法も登場しま

した。インクはメチルバイオレット（アニリン染

料）という青紫色の染料が用いられたため、蒟蒻

版の文字は青や紫色に印刷されるのが特徴です。

一度に印刷できる限界は50枚程度だったようで

すが、専用の機械を必要とする活
かっ

版
ぱん

印刷などに比

べて手軽かつ安価だったため、明治前半より官公

庁や学校などで広く用いられました。戦前の長野

県の公文書群である「長野県行政文書」(当館蔵)

にも明治20〜30年代を中心に、県から各郡や町

村に発出された文書などに蒟蒻版で印刷されたも

のが確認でき、明治時代の長野県庁内で蒟蒻版が

使われていたことがわかります。明治後半以降、

より利便性の高いガリ版（鉄筆でろう紙の原紙を

削り、その部分にインクを通して印刷する技術）

が登場したことで、蒟蒻版は公文書の印刷に用い

られなくなりますが、その後も昭和10年代頃まで

は学校などで使われ続けました。また、戦後も蒟

蒻版の原理を用いた印刷機が生産されていました。

　実は、蒟蒻版には大きな弱点があります。イン

クに用いられたメチルバイオレットは紫外線に弱

く、年月とともに文字が退色してしまうのです。

このことは早くから認識されており、宮崎県庁で

は 明治21年（1888年）に蒟蒻版印刷の書類は墨

で文字をなぞり保存することが通達されています。

現在残っている明治時代の公文書のうち、蒟蒻版

で印刷された

書類には文字

がほとんど読

めない状態に

なっているも

のも少なくあ

りません。退

色が進まない

うちにデジタル撮影をして文字情報を保存するこ

とが求められますが、その量は膨大であり、大き

な課題です。

　蒟蒻版は身近に手に入る寒天やゼラチンで再現

できます。当館では秋季企画展にあわせて寒天に

よる蒟蒻版の体験講座を予定しています。興味を

持たれた方はぜひご参加ください。（花岡康隆）

蒟蒻版で印刷された明治
時代の公文書（当館蔵）

蒟蒻版（寒天版）の体験

－明治時代の印刷技術－
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　今年は明治９年（1876年）に長野・筑摩両県

が統合し150年の節目。ちなみに統合50年は昭和

元年、つまり今年は昭和100年でもあります。前

回県政100年をお祝いしたのは昭和46年（1971

年）のこと。これは廃藩置県から数えてのもので

した。昭和41年（1966年）２月県議会で、吉田

末男議員が「来るべき県発足100年に際して長野

県史の編纂を準備すべきとするが如何」という趣

旨の質問をしました。これに対し西沢権一郎知事

（当時）がその検討を約束しました。また長野県

議会議長羽田義知氏を代表とする「長野県史編さ

ん刊行に関する意見書」が提出され、全会一致で

採択されました。意見書には「本県発足100年の

記念すべき日までに完成を目途として、すみやか

に県史編さんの事業に着手されるよう、強く希望

します」とありました。

　これを受け発足した編さん準備打合会で当時の

総務部文書学事課長が「意見書を念頭に県政発足

100年までに作ったらどうか、ということを念頭

に置いてお話願いたい」とこの席上で発言しまし

た。ということは、この時の構想は５年の短期間

で県史を作る、というものでした。つまり県史と

は近代長野県100年史を想定していたのです。

　時あたかも長野県は『信濃史料』という原始か

ら江戸時代初期までの史料集（全32冊）を作っ

ている途上で、この時まさにその最終盤。しかし

県民が通史として読みこなせる県史叙述はまだあ

りませんでした。この会合に出席していた信濃史

料刊行会の一志茂樹氏や塚田正朋氏などは、長い

時間をかけなければ、原始からの「長野県民の歴

史」を通史として叙述することはできないと主張

します。お尻を定めるのではなく、昭和42年度

からの県史編さんスタートを国が推進する明治

100年事業（明治元年から100年）として位置づ

けようとしたのです。実際、埼玉・群馬県など近

隣諸県でも明治100年事業として県史を編さんし

ました。

　県史叙述の結果はどうなったでしょう。

　前者は県政100年記念事業として『長野県政史』

全４巻となって結実しました。青木孝寿氏・市川

健夫氏・上條宏之氏・小林英一氏という、当時の

中堅・若手高等学校教諭による叙述は、県政だけ

でなく戦後の県民の足跡を詳細なデータに基づき

追った清新なものでした。

　一方、後者の明治100年事業は県歌「信濃の

国」制定を目玉の一つとしました。実は昭和23

年（1948年）２月、長野県を再び分県しようと

いう動きがありました。県庁の位置や経済・交通

の問題など課題は多岐にわたりました。すでに昭

和22年制定の県民歌があったものの、改めて県

民統合の象徴として唱歌「信濃の国」を位置づけ

たのです。なおこの時期に編さんの始まった『長

野県史』は全38巻70冊として平成４年（1992年）

３月に堂々完結をみるのです。

　統合150年の今年、戦後80年を過ぎ、戦後史の

資料が散逸している現状。まして戦争体験者や復

興を担った方々の高齢化が進んでいます。戦後県

民のあゆみを私たちは残していかなくてはなりま

せん。この機会に、私たち一人ひとりが歴史の一

コマとして、自らを、そして互いを知り、高め合

えることができればと念じています。（村石正行）

分県を求める決議書（『分県問題に関する綴』）当館蔵

長野・筑摩両県統合150年
自らを知り 互いを知り 高め合おう 私たちの長野県
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10月24日㈯須坂市民の日

11月21日㈯ＫОＡの日

11月３日㈯ 

開館記念日
（森将軍塚まつり）

10月31日㈯ 長野都市ガスの日

講座・イベント秋季企画展

冬季展

長野県150年のあゆみ

10月３日㈯～11月８日㈰

県成立150年・県史編さん開始記念

～県民の“お宝”公文書の世界～

古代の役人と庶民

11月28日㈯～２月14日㈰
（11月は午後５時、12月以降は午後４時閉館）

～こうだったんじゃないか  古代信濃国～

月11
   2・  4
   9・16
17・24
30

休館日

月10
   5・13
19・26

休館日

月12
   7・14
21・
28～31

休館日

■講演会　聴講料500円
　①10月11日㈰　13：30～15：00
　　演題「世界史のなかで日本の近代を考える」
　　講師　加藤聖文（駒澤大学教授）
　②10月24日㈯　13：30～15：00
　　演題「長野県150年の基礎を作った明治、大正期の
　　　　　インフラの歴史－歴史館所蔵資料からひもとく－」
　　講師　山浦直人（当館名誉学芸員）

■講　座　聴講料500円
　○11月７日㈯　13：30～15：00
　　演題「県宝「長野県行政文書」にみる近代長野県のあゆみ」
　　講師　花岡康隆（当館文献史料課）

■体験イベント　参加無料
　○10月31日㈯　①10：00～　②13：00～
　　「寒天版印刷に挑戦しよう！～親子で体験
　　  する明治時代のプリント技術～」
　　参加人数　1回2人×15組程度 （1組2人まで、大人1人でも可）

■関連イベント　聴講料無料
　○11月１日㈰　13：30～15：00
　「【信濃史学会共催】県史編さんシンポジウム」

■講　座　聴講料500円
　〇11月28日㈯　13：30～15：00
　　演題「こうだったんじゃないか  古代信濃国」
　　講師　町田勝則（当館総合情報課）
　　（その他のイベントは当館HPをご覧ください）

長野県立歴史館たより
秋号 vol.128
2026年（令和８年）９月２日発行
編集・発行　長野県立歴史館
〒387-0007  千曲市大字屋代260-6
電話 026-274-2000（代）  FAX 026-274-3996
E-mail：rekishikan@pref.nagano.lg.jp
ホームページ：https://www.npmh.net/

印刷　有限会社アッツーロ

行事アルバム
***** *****
　６月27日㈯に、当館考古資料課の白沢勝彦による第２回県立歴
史館講座「カンボジア・中国の遺跡保存修復事状」を開講しまし
た。普段は見ることができないカンボジアのアンコール遺跡群
と、中国の三星堆遺跡で行われている遺跡の修復が多くの写真で
紹介されました。当日は65名の方が講座に参加し、修復に関わる
各国の考え方や修復方法の違いに驚いていました。

第２回歴史館講座

初級　Ａ　第５回　10月11日㈰
　　　Ｂ　第５回　10月 8 日㈭
中級　Ａ　第５回　10月10日㈯
　　　Ｂ　第５回　10月 8 日㈭

古文書講座

11月１日㈰

古文書出前講座⑤

10月17日㈯　13：30～15：00

11月14日㈯　10：00～11：30

土器を分類してみよう
遺物整理室

（詳細は当館HPをご覧ください）

10月17日㈯　13：30～15：00
「生誕160年 画家,書家 中村
　不折」
　　 林　誠（当館総合情報課）

考古学体験講座①

11月15日㈰　13：30～15：00
土器に付いた種の痕跡を探そう

遺物整理室
（詳細は当館HPをご覧ください）

考古学体験講座②

12月12日㈯　13：30～15：00
古代のボードゲームで遊ぼう

遺物整理室
（詳細は当館HPをご覧ください）

考古学体験講座③

県立歴史館講座⑤

IN諏訪市博物館

古文書フォローアップ講座

INFORMATIONINFORMATIONINFORMATION
インフォメーションインフォメーションインフォメーション

10月～12月の行事予定10月～12月の行事予定■2026年（令和8年）■2026年（令和8年）

11月17日㈫は高圧ケーブル更新工事のため休館です
お知らせ

お知らせ
12月１日㈫～１月31日㈰の期間は常設展示室のLED工事と
収蔵庫点検を行うため、冬季展のみ観覧できます。

お知らせ
文献史料収蔵庫内のLED工事を行うため、下記期間における
文献史料の閲覧は完全予約制となります。
来館希望日の１週間前までに閲覧のご申請をお願いします。 
古文書　12月中
行政文書・絵図地図・近現代資料　１月中 


